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︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

昨
年
12
月
の
京
滋
地
区
の

景
気
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
善

ト
レ
ン
ド
を
保
ち
つ
つ
も
、

わ
ず
か
な
が
ら
悪
化
し
た
。

対
前
回
（
10
月
）
で
は
個
人

消
費
、
観
光
に
や
や
停
滞

感
が
見
ら
れ
る
と
の
総
合

判
断
。
設
備
投
資
、
住
宅
投

資
、
公
共
投
資
、
生
産
、
雇

用
・
所
得
い
ず
れ
も
横
ば
い

で
推
移
し
た
。
日
本
銀
行
京

都
支
店
が
先
月
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
３
・

８
％
増
。
京
都
の
百
貨
店
売

上
高
が
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る

一
方
、
ス
ー
パ
ー
販
売
額
、

家
電
販
売
額
共
に
下
落
に
転

じ
た
。
自
動
車
関
連
で

は
、
乗
用
車
販
売
が
供
給

制
約
の
あ
お
り
を
受
け
、

６
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

を
喫
し
た
も
の
の
、
減
少

幅
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
55
・
４
％
増
と
プ
ラ

ス
に
振
れ
る
も
、
持
ち
直

し
は
鈍
化
し
て
い
る
。

　

設
備
投
資
は
、
旺
盛
な

製
造
業
の
生
産
能
力
向

上
、
研
究
開
発
、
デ
ジ
タ

ル
関
連
、
環
境
関
連
へ
の

投
資
が
全
体
を
押
し
上

げ
、
前
年
を
上
回
る
計
画
。

非
製
造
業
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍

で
先
送
り
し
て
い
た
更
新
投

資
を
再
開
さ
せ
る
動
き
が
見

車
向
け
を
中
心
に
増
。

汎は
ん
よ
う用

・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
も
改
善
傾
向
が
続

き
、
輸
送
用
機
械
に
も
持

ち
直
し
の
兆
し
。
窯
業
・

土
石
、
化
学
は
横
ば
い
、

和
装
関
連
は
依
然
低
水

準
。

京
滋
の
景
気
、や
や
悪
化

12
月 

自
動
車
６
カ
月
連
続
減

ら
れ
る
。

　

住
宅
投
資
分
野
は
、
府

内
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

が
５
・
４
％
減
な
が
ら
依

然
堅
調
。
公
共
投
資
分
野

も
、
府
内
の
公
共
工
事
請

負
金
額
が
31
・
６
％
下
回

る
も
高
水
準
の
ま
ま
。

　

製
造
業
の
生
産
活
動

は
、
供
給
制
約
の
影
響

を
受
け
つ
つ
も
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
が
自
動

大
原
で
記
念
イ
ベ

♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢

貨
客
混
載
に
着
手

♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢
♦
♢

　

２
０
２
１
年
12
月
に
創
業
１
０
０
年
を
迎
え
た
京
都
バ

ス
（
吉
本
直
樹
社
長
、
京
都
市
右
京
区
）。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
経
営
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
①
安
全
安
心
②
構
造
改
革
③
環
境
対
策
︱
の
三
つ

を
事
業
の
方
針
に
掲
げ
る
。
地
域
社
会
の
生
活
を
支
え

る
足
と
し
て
洛
北
地
域
と
共
に
発
展
し
て
き
た
同
社
は
今

後
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
︱
。

　

京
都
バ
ス
は
１
９
２
１

年
（
大
正
10
年
）
12
月
17
日

に
設
立
さ
れ
た
洛
北
自
動
車

が
前
身
。
そ
の
後
、
嵐
山
バ

ス
と
合
併
し
46
年
（
昭
和
21

年
）
８
月
７
日
、
現
社
名
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
２
０

２
２
年
１
月
１
日
時
点
で
の

従
業
員
数
は
３
０
９
人
、
営

業
車
両
１
２
７
台
（
乗
合
１

１
０
台
、
貸
切
17
台
）。

　
「
21
年
の
２
月
頃
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
し
て

い
た
。
今
年
の
年
初
は
観

光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
た
も

の
の
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
に
よ
り
人
流
が
抑
制
さ

れ
、
厳
し
い
状
況
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
観
光

客
が
激
減
す
る
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
学
校
授
業
な
ど
移

動
が
伴
わ
な
い
生
活
ス
タ
イ

ル
が
普
及
。
バ
ス
会
社
の
経

営
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
変

し
た
。
特
に
観
光
エ
リ
ア
と

し
て
人
気
の
高
い
嵐
山
周
辺

を
運
行
エ
リ
ア
に
持
つ
同
社

に
と
っ
て
、
人
流
抑
制
の
影

響
が
経
営
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
は
大
き
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
21
年
12

月
に
大
原
で
創
業
１
０
０
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
大
原
女
号
お
披
露
目
イ
ベ

ン
ト
＆
大
原
ま
る
ご
と
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
催
し
た
。

　

観
光
庁
の
既
存
観
光
拠
点

の
再
生
・
高
付
加
価
値
化
推

進
事
業
（
交
通
連
携
型
）
の

採
択
事
業
の
一
環
で
、
大
原

観
光
保
勝
会
と
の
共
催
。
ラ

ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
「
大
原
女

号
」
の
除
幕
式
や
１
０
０
周

年
記
念
ソ
ン
グ
の
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
な
ど
を
通
じ
、
地
元
住
民

や
関
係
者
ら
に
感
謝
の
意
を

示
す
と
と
も
に
、
今
後
も
地

域
生
活
を
支
え
る
足
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
。

　
「
記
念
ソ
ン
グ
の
歌
詞
に

は
京
都
バ
ス
の
路
線
沿
線
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
織
り
込
ま

れ
て
お
り
、
地
元
地
域
や
大

原
三
千
院
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
国
内
の
観
光
客
誘
致
に

努
め
た
い
」

　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
兆

し
が
見
え
な
い
中
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
た
め
、
吉
本
社
長
は
経

営
の
最
重
要
課
題
と
し
て
安

全
安
心
輸
送
を
挙
げ
る
。

「
毎
年
２
月
に
行
わ
れ
る
安

全
輸
送
大
会
は
今
年
も
非
対

面
方
式
と
な
っ
た
が
、
事
故

防
止
に
向
け
て
の
全
社
的
な

研
修
と
位
置
付
け
、
運
転
士

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
る
。
春
と
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
経

営
ト
ッ
プ
お
よ
び
役
員
が
点

呼
に
立
ち
会
い
、
安
全
管
理

体
制
を
再
確
認
し
て
い
る
」。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
排
出
量
の
削
減
に
向

け
、
い
ち
早
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
バ
ス
を
導
入
。
京
都
議
定

書
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
が
少
な
い
バ
ス
と

し
て
、
代
替
時
に
２
、
３
台

を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス
か
ら
切

り
替
え
て
い
る
。
21
年
度
は

１
台
を
採
用
し
て
お
り
、
現

在
の
保
有
台
数
は
10
台
。

「
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
バ

ス
は
価
格
面
、
充
電
時
間
な

ど
今
後
の
検
討
課
題
。
一
つ

ず
つ
解
決
し
な
が
ら
導
入
へ

の
道
を
探
っ
て
い
く
」
と
い

う
。

　

21
年
12
月
に
は
路
線
バ
ス

を
使
っ
た
貨
客
混
載
事
業
に

着
手
。
京
都
市
左
京
区
で
生

産
さ
れ
る
加
工
食
品
を
通
常

運
行
す
る
路
線
バ
ス
で
高
野

車
庫
ま
で
運
搬
し
、
そ
こ
で

四
条
河
原
町
の
複
合
商
業
施

設
ま
で
運
ぶ
配
送
事
業
者
に

引
き
渡
す
内
容
で
、
２
日
と

７
日
、
９
日
の
３
日
間
実
施

し
た
。

　

更
に
、
秋
季
繁
忙
期
に
お

け
る
混
雑
対
策
と
し
て
京
都

市
交
通
局
と
地
下
鉄
、
バ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
移
動
経
路

の
分
散
化
に
大
原
地
域
で
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
21
年
度
の

近
畿
運
輸
局
交
通
関
係
環
境

保
全
優
良
事
業
者
表
彰
に
つ

な
が
っ
た
。

　
「
貨
客
混
載
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
一
つ
で
あ
る
環
境
対
策
に

加
え
、
構
造
改
革
の
一
環
。

コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
に
く
く
、

状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
な

対
応
が
常
に
求
め
ら
れ
、
同

業
他
社
や
異
業
種
と
経
営
資

源
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
貨
客
混
載
も
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
拡
大
も
考
え

て
い
き
た
い
」。

　

18
年
12
月
に
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
本
社
・
嵐
山
営
業

所
、
20
年
1
月
に
は
嵐
山
整

備
工
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

高
野
営
業
所
・
整
備
工
場
も

近
々
建
て
替
え
る
予
定
と
い

う
。
吉
本
社
長
は
「
京
都
市

民
の
足
と
し
て
、
公
共
交
通

機
関
の
役
割
を
こ
れ
か
ら
も

果
た
し
て
い
き
た
い
。
一

方
、
京
都
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
バ
ス
ツ
ア
ー
も
開
発
し
て

い
く
。
25
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
を
か
ら
め
京
都
に
来
て

も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
も
考

え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

次の100年「安全安心・構造改革・環境対策」がカギ

洛北地域と共に歩み発展 京都バス

今後の方針を語る吉本社長


